
中
間
答
申
の
内
容

　
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め
、
ご
み
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
環
境
審
議
会
か
ら
次
の
通
り
中
間
答
申
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
に
向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
は
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご
み
減
量

化
の
た
め
、
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
袋
制
度
を
導
入
。

こ
れ
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
や
分
別
の
取
り
組
み

が
進
み
、
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

目
標
で
あ
る
50
％
削
減（
平
成
20
年
度
対
比
）に
及

ば
ず
、
新
た
な
制
度
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ

ま
つ
の
手
数
料
を
従
量
制
に
変
更
し
て
以
降
、
多

く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
た
一
方
で
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
り
、
収
集
業
務
な
ど
に
影
響
が
出
て
い

る
現
状
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
期
間
を
考
慮
し
て
、

令
和
5
年
4
月
か
ら
開
始
予
定

　今年の4月から、ごみ減量化の効果的な取り組みやごみ
の分け方・出し方などの分別方法、新しい制度の答申内容
についての説明会を行います。希望する町内会や各種団体
は環境推進課へご連絡ください。

環
境
推
進
課

☎
24
・
8
0
6
9

問
い
合
わ
せ
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中
間
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％
削
減
）

家庭系可燃ごみ排出量

リサイクル率の推移

目
標（
50
％
削
減
）

ごみ量が増加

(t) 10月～ごみダイエット袋制度
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基
準
年

中
間
目
標（
25
％
）

目
標（
30
％
）

緩やかな
増加

(%)

受
け
継
が
れ
て
き
た

ふ
る
さ
と
小
松
の
自
然
と
文
化
を

未
来
の
子
供
た
ち
へ
！

家
庭
系
可
燃
ご
み
対
策

12
事
業
系
可
燃
ご
み
対
策

搬
入
手
数
料
の
改
正
　
10
・
2
円
／
㎏ 

↓ 

12
円
／
㎏

食
品
ロ
ス
対
策
の
啓
発
や
協
力
店
舗
の
拡
大

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ

搬
入
手
数
料
の
最
低
価
格
を
導
入

●
家
庭
系
50
㎏
ま
で
一
律
5
0
0
円

●
事
業
系
50
㎏
ま
で
一
律
6
0
0
円

達
成
目
標
の
見
直
し

●
ご
み
減
量
化
率（
平
成
20
年
度
対
比
）

　
中
間
目
標
　
令
和
7
年
度
　
30
％
削
減

　
目
　
　
標
　
令
和
12
年
度
　
33
％
削
減

●
リ
サ
イ
ク
ル
率

　
中
間
目
標
　
令
和
7
年
度
　
25
%

　
目
　
　
標
　
令
和
12
年
度
　
30
%

指
定
袋
制
度
の
見
直
し（
無
償
配
布
の
廃
止
）

袋
の
無
償
配
布
に
か
か
っ
て
い
た
費
用
を
有
効
利
用

●
町
内
会
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
制
度
の
充
実

●
資
源
ご
み
が
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど

美しい地球と地域を次世代に！
脱炭素や循環型社会の形成に向けて
共に取り組んでいきましょう。
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